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第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

本計画は、シハヌーク州病院の敷地内の一部既存施設を撤去して、老朽化が進み清潔度を保ち

にくくなっている中央診療部門、病棟部門、管理部門等を建設し、やはり老朽化や不足などによ

り整備が必要な医療用機材を調達するものである。同病院の敷地は保健省の所有であり、用地取

得に係る前提条件はない。但し、「3 章 相手国負担事業の概要」で既述した免税措置、輸入され

る資機材の便宜供与、土地利用許可、銀行取極・支払授権書の発給、および、建設予定地の障害

物撤去と整地工事、インフラ整備、既存機材・家具の移設工事等について、本計画の実施に支障

のないよう「カ」国側で必要な手続き等が遅滞なく執り行われることが前提となる。 
 

4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入(負担)事項 

本プロジェクト全体計画達成のために、以下の事項について「カ」国側における適切な実施ま

たは準備が行われることが必要である。 

・「3 章 相手国負担事業の概要」で既述した先方負担事項の実施。 
・建設される施設の使用・調達される機材・維持管理のために必要な人員・予算の確保。 
 

4-3 外部条件 

本計画は、シハヌーク州病院に必要な施設建設と医療機材調達を行うものであるが、それら施

設・機材が病院スタッフによって効果的に活用され、医療リファラル体制の強化と医療サービス

の向上が具現化されることが望まれる。また、本計画では、CR システムの運用体制の整備支援

及び運用技術・保守管理技術指導、中央滅菌部門の技術指導・運用体制の整備支援及び運用技術・

保守管理技術指導、緊急手術（産婦人科、腹部外科、整形外科領域）に係る臨床技術指導のソフ

トコンポーネントを計画しているが、これら終了後も病院スタッフにより、院内での研修、プノ

ンペンの国立病院における研修等が継続的に行われることが望まれる。 
 

4-4 プロジェクトの評価 

本計画は以下の点から、我が国の無償資金協力による対象事業として、妥当性が認められる。 
 

4-4-1 妥当性 

(1) プロジェクトの裨益対象 

本計画の対象地域は、プロジェクトサイトであるシハヌーク州病院が位置するプレアシハヌー

ク州である。同州の人口は 19.5 万人（2011 年）であり、これらが直接裨益することになる。ま

た、同州は「成長回廊地域」を形成する一つの拠点として位置付けられており、シハヌークビル
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港、経済特区等の開発のみならず、リゾート地として外国人を含む地域外からの訪問者、観光客

も増加しており人口増加が著しい。急激な都市化により保健状況の悪化が予測されている同州に

おいて、本計画は、同州における医療リファラル体制の強化と医療サービスの向上に大きく貢献

するものであり、その妥当性は十分に認められる。 

(2) 人間の安全保障の観点 

人間の安全保障とは、人間一人ひとりに着目し、生存・生活・尊厳に対する広範かつ深刻な脅

威から人々を守り、それぞれの持つ豊かな可能性を実現するために、保護と能力強化を通じて持

続可能な個人の自立と社会づくりを促す考え方とされている。本計画の実施によってシハヌーク

州病院にトップ・リファラル病院としての医療サービスを提供できる施設・機材及び体制が整備

されるという点において、人間の安全保障の観点に合致し、国民の生活改善に結びつく計画とい

える。 

(3) 当該国の中・長期的開発計画の目標達成への貢献 

本計画は、｢カ｣国の国家開発計画の実施計画の 1 つとして位置づけられる HSP2 が掲げる保健

システム（保健サービス供給、保健財源確保、保健人材、保健情報、ガバナンスの 5 領域）の強

化に貢献するものである。保健サービス供給にかかる戦略内容としては、シハヌーク州病院のよ

うなリファラル病院における CPA に基づく実施と強化、医療サービス供給体制の強化、リファラ

ルシステムの強化等が挙げられており、本計画の実施の妥当性は十分に認められる。 

(4) 我が国の援助政策・方針との整合性 

外務省の対「カ」国国別援助方針（平成 23 年）の重点分野（中目標）の（２）社会開発の促進

の中の（イ）保健医療の充実の中では「無償資金協力による地方中核病院の整備・改善を検討す

る」とされている。シハヌーク州病院はプレアシハヌーク州のトップ・リファラル病院として地

域中核病院に該当することから、本計画は、我が国の援助政策・方針と十分に整合するものであ

る。 
 

4-4-2 有効性 

以下に本計画の実施により期待される目標値を示す。 
① 定量的効果 

表 4-1 定量的効果 

指標名 基準値(2011 年) 目標値(2018 年) 
【事業完成 3 年後】 

入院患者数(人/年) 6,010 7,060 
外来・救急患者数(人/年) 19,563 26,712 
手術件数(件/年) 388 447.6 
分娩件数(件/年) 1,170 1,487 
血液検査件数(件/年) 2,144 2,927 
生化学検査件数(件/年) 760 1,038 
X 線検査件数(件/年) 482 658 
個室患者数(人/年) 0 443.6 
救急・ICU の病床占有率(％) 135.70 82.45 
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② 定性的効果 
1)シハヌーク州病院における医療サービスの向上により、対応が不可能であった患者の受入

れ、適切な診察・治療・重篤な患者への早期対応が可能となるなど、トップ・リファラル

病院としてのリファラル体制の強化に貢献する。 

2)X 線防護がなされていないシハヌーク州病院に鉄筋コンクリートで防護された X 線撮影室

が設置されることにより、安全性が向上する。 

3)専門性の高い医療従事者が雇用される可能性が高まる。 
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1. 調査団員・氏名 
1-1 現地調査                (2012 年 8月 12日～2012年 9月 8日(28 日間) 

担 当 氏名 期間(2012 年) 所 属 

1.総括 興梠 康一郎 8/21～8/31 独立行政法人 国際協力機構  
人間開発部 

2.技術参与 
 

堀越 洋一 
 

8/14～8/31 
 

独立行政法人 国立国際医療研究センター

国際医療協力部 派遣協力課 医師 

3.協力企画 高山 結衣 8/20～9/1 独立行政法人国際協力機構 
人間開発部 保健第三課 

4.業務主任／建築計画 
 

小川 穂積 8/12～9/8 (株)梓設計 
国際部 

5.機材計画 土井 保道 8/12～9/8 インテムコンサルティング(株) 
 

6.建築設計／設備設計

／自然条件調査 
大坪 一之 8/19～9/8 (株)梓設計 

設計部 

7.施工計画／積算 松本 康寛 8/19～9/8 (株)梓設計 
国際部 

8.機材調達／積算 郡 知子 8/19～9/8 インテムコンサルティング(株) 
 

9 保健計画 
 

竹 直樹 8/19～9/8 (株)梓設計 
国際部 

10.設備計画 棚田 良 8/25～9/3 (株)梓設計 
機械システム部 

 
 

1-2 準備調査報告書(案)説明調査       (2013 年 1 月 6 日～2010 年 1 月 17 日(12 日間) 

担 当 氏名 期間(2013 年) 所 属 

1.総括 興梠 康一郎 1/6～1/17 独立行政法人 国際協力機構  
人間開発部 

2.技術参与 
 

堀越 洋一 
 

1/6～1/17 
 

独立行政法人 国立国際医療研究センター

国際医療協力部 派遣協力課 医師 

3.協力企画 高山 結衣 1/6～1/17 独立行政法人国際協力機構 
人間開発部 保健第三課 

4.業務主任／建築計画 
 

小川 穂積 1/6～1/17 (株)梓設計 
国際部 

5.機材計画 土井 保道 1/6～1/17 インテムコンサルティング(株) 
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2. 調査行程 
2-1 現地調査                2012 年 8 月 12 日～2012 年 9 月 8 日(28 日間) 
日順 月日(曜) 時刻 内容 
01 8 月 12 日 

(日) 
11:00 
15:40 
17:30 
18:40 

成田発 JL-717 (小川､土井団員) 
ﾊﾞﾝｺｸ着 
ﾊﾞﾝｺｸ発 PQ-935 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

02 8 月 13 日 
(月) 

08:30 
 
10:30 
 
14:00 

JICA 事務所表敬 鈴木所長､平田次長、金澤職員､福若職員 ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ､

質疑書提出説明､建設予定地の選定､ｽｹｼﾞｭｰﾙ確認 
保健省表敬 Dr.Chi 他 2 名､ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ説明､質疑書確認､建設予定地の選

定､ｽｹｼﾞｭｰﾙ確認 
MEDEM2 表敬 松尾専門家 

09:00 
14:00 

保健省打合せ継続 Dr.Chi 
MEDEM2 松尾専門家 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ市内の無償援助施設視察 

03 8 月 14 日 
(火) 

11:00 
15:40 
18:15 
19:25 

成田発 TG-641(堀越医師) 
ﾊﾞﾝｺｸ着 
ﾊﾞﾝｺｸ発 TG-584 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

04 8 月 15 日 
(水) 

08:00 
12:00 
14:00 
15:00 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 (Dr. Chi､堀越医師､福若職員､小川､土井団員)  
ｼﾊﾇｰｸﾋﾞﾙ到着 
PHD 表敬 Lim 所長他 5 名､ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ説明､質疑書確認 
ｼﾊﾇｰｸ州病院表敬 Dr.Chan 院長他 7 名､ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ説明､質疑書確認､建設予

定地の打合せ､ｽｹｼﾞｭｰﾙ確認､院内視察 
05 8 月 16 日 

(木) 
09:00 
14:00 
15:00 

ｼﾊﾇｰｸ州病院で打合せ継続 建設予定地の決定 
団内会議 依頼事項の確認 
ｼﾊﾇｰｸﾋﾞﾙ市内 SEZ 等視察､ 

06 8 月 17 日 
(金) 

09:00 
14:00 

ｼﾊﾇｰｸ州病院で打合せ継続､院内視察 
CT Clinic 視察 Dr. Lik 院長 

07 8 月 18 日 
(土) 

09:00 
14:00 

団内会議､資料整理 
ｼﾊﾇｰｸﾋﾞﾙ市内視察 

終日 団内会議 
資料整理 

08 8 月 19 日 
(日) 

11:00 
15:40 
17:30 
18:40 

成田発 JL-717 (大坪､松本､郡､竹団員) 
ﾊﾞﾝｺｸ着 
ﾊﾞﾝｺｸ発 PQ-935 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

09:00 ｼﾊﾇｰｸ州病院打合せ 機材(堀越医師､土井団員)､院内視察(小川団員) 終日  
09:00 自然条件調査会社､建設会社打合せ(大坪､松本団員) 

機材調達調査(郡団員) 
保健計画調査(竹団員) 

09 8 月 20 日 
(月) 

11:00 
15:40 
18:15 
19:25 

成田発 TG-641 (高山団員) 
ﾊﾞﾝｺｸ着 
ﾊﾞﾝｺｸ発 TG-584 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

08:00 
12:00 
14:00 
16:00 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝﾍ移動(堀越医師､小川､土井団員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 
団内会議(小川､土井､大坪､松本､郡､竹団員) 
母子保健ｾﾝﾀｰ ﾋﾔﾘﾝｸﾞ 川口専門家､石島調整員 

09:00 
 

自然条件調査会社､建設会社打合せ(大坪､松本団員) 
機材調達調査(郡団員) 

10 8 月 21 日 
(火) 

11:00 
15:40 
18:15 
19:25 

成田発 TG-641 (興梠団長) 
ﾊﾞﾝｺｸ着 
ﾊﾞﾝｺｸ発 TG-584 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 
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3. 関係者（面会者）リスト 
所属 地位 氏名 

次官 Prof. Eng Huot 
保健総局 副総局長 Dr. Chi Mean Hea, M.D., MPA 
病院サービス局 次長 Dr. Sok Srun 
国際協力局 次長 Mr. Sung Vinntak, M.D., MBA, MPH 
国際協力局 次長 Dr. Moeung Vannarom 

保健省 

国際協力局 主任 Mr. Chea Sokhim, MD, CLMP 
局長 Ph. Lim Samean 
次長 Dr. Chhoub Vutha 
次長 Dr. Ty Lyleng 

ﾌﾟﾚｱｼｱﾇｰｸ州保健局(PHD) 

次長 Dr. Min Sokubthea 
病院長(2012 年 9 月退任) Mr. Chan Vibol 
病院長(2012 年 10 月着任) Mr. Seng Nong 
副院長(CT ｸﾘﾆｯｸ院長) Dr. Lik Kim Hour, M.D. 
副院長(外科担当) Dr. Hou Sothy 
副院長 Dr. Hem Vibol 
手術部長 Dr. Sik Bunnna 
内科部長 Dr. Thong Ra 
産婦人科部長 Dr. Ho Sithy 
小児科部長 Dr. Ouk Phearin 
放射線部部長 Dr. Mao Senghak 
薬局 Ms. Prum Sokunthea 
検査部部長 Mr. Khiew Saw 
耳鼻咽喉科医師 Dr. Ung Phala 
歯科･ENT 部長 Dr. Prey Kim San 
外科病棟長 Dr. Meas Sithy 
ICU､救急部長 Dr. Yum Seng 
設備ﾒﾝﾃﾅﾝｽ（Worker） Mr. Phem Touch 

ｼﾊﾇｰｸ州病院 

設備ﾒﾝﾃﾅﾝｽ（Worker） Mr. Seum Rim 
CT ｸﾘﾆｯｸ (民間診療所) 院長 Dr. Lik Kim Hour, M.D. 
Chak Angre Kampong Som  
Polyclinic (民間診療所) 

院長 Dr. Thanh Vinh 

Kleang Leu Clinic (民間診療所) 看護師 Ms. Som Sophala 
Sensok Clinic (民間診療所) 医師 Dr. Long Lundy 

事務担当 Ms. Net Sarem Reproductive Health Association of 
Cambodia (RHAC) Clinic､ NGO 助産師 Ms. Sorn Nen 
Preah Sihanouk Province, Buddhism for 
Health NGO 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ Mr. Ou Sarith 

ｶﾙﾒｯﾄ病院 副院長 Dr. Kong Sonya 
ﾌﾟﾚｱ･ｺｽﾏｯｸ病院 病院長 Dr. Sek Sokoeun 
ｸﾒｰﾙ･ｿﾋﾞｴﾄ友好病院 病院長 Dr. Ngy Meng 
母子保健ｾﾝﾀｰ 副院長 Dr. Ket Ly Sotha 
ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ病院 手術部長 Dr. Chay Rithy 
ﾓﾝｺﾞﾙﾎﾞﾚｲ病院 病院長 Dr. Chan Vithinavuth 

社長 Mr. SOM Sangkhar 

専務 Mr. Som Monorak 

自然条件調査 
SOM Construction 

品質管理部長 Mr. Soun Nimol 
社長 Mr. Sok Sothyra ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ建設会社 

PISNOKA INT’L CORP. 本部長 Mr. Khou Soklay 
ｼﾊﾇｰｸﾋﾞﾙ･ｺﾝｸﾘｰﾄ･ﾌﾟﾗﾝﾄ 
Union Concrete Factory Co., Ltd. 

所長 Mr. Chuob Ny 
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